
講演会 参加無料

日本福祉大学セミナー

会　場

日本福祉大学 後援会事務局

TEL： 052-242-3045
E-mail：nfu-sa@ml.n-fukushi.ac.jp

〒460-0012 名古屋市中区千代田5丁目22-35

●公共交通機関をご利用ください。 ●申し込みいただいた個人情報は、本講演会の運営目的以外に使用することはありません。また、
第三者に個人情報を提供することもいたしません。  ●会場参加者多数の場合は先着順とさせていただきます。   ●中止の場合、開催
3日前を目途に「日本福祉大学後援会WEBサイト」内でお知らせいたします。

70周年記念サイト

お問い合わせ

日本福祉大学後援会

お申し込み 「日本福祉大学後援会WEBサイト」より、
お申し込みください。

専門分野・研究テーマ

講 師講 師

会場定員

経歴等：日本福祉大学大学院 社会福祉学研究科 修了 博士（社会福祉学）
日本福祉大学健康社会研究センター主任研究員、認知症介護研究・
研修大府センター研究主幹、名古屋大学予防早期医療創成センター
准教授を経て、日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科准教授
（2019～）、学部長補佐（2023～）

主催：日本福祉大学、日本福祉大学後援会　　協力：日本福祉大学岩手県地域同窓会　　後援：岩手日報社

2025年

8月30日（土）
13：00～ 14：00

（受付は12：30～）

岩手県盛岡市中ノ橋通 1-1-10
アクセス　JR 盛岡駅前バスのりばから「盛岡

バスセンター行」に乗車、「盛岡
バスセンター」下車、徒歩 2分

プラザおでって
大会議室（3階）

社会福祉学、ケアの質評価、認知症ケア、災害時支援、プログラム
開発と評価、家族支援

社会福祉学部 社会福祉学科 准教授／学部長補佐
伊藤　美智予 （いとう　みちよ）

　自然災害が相次ぐわが国において、災害時支援から復興支援に至る一連の支援体制の整備が社会
的課題となっています。災害時、認知症の人やその家族は地域の中でどのように生活しているのか、
どのような支援を必要としているのか。その問題意識から被災自治体との共同研究が始まりました。
今では復興支援の一環として、「地域記憶」を用いた地域づくり（地産地消型認知症ケアモデルの構築）
に取り組んでいます。本講演では、これらの研究成果をベースに、認知症の人と家族を地域で支える
ために何かできるのか一緒に考えたいと思います。

認知症の人の災害時支援から
「地域記憶」を用いた地域づくりへ
―「地産地消型認知症ケアモデル」への挑戦 ―

i n  M O R I O K A
70名


